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降誕節第 1 主日礼拝 説教「主の祝福を受けた一族」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2018 年 1２月 30 日  

イザヤ書 61 章 1～11 節 マタイによる福音書 2 章 1～12 節 

主イエス･キリストのご降誕を共々に

喜び祝った私たちが、その喜びを携え、

そして、主イエスに導かれ、神様を礼拝

すべく再び教会へと集められて参りまし

た。そして、御言葉は、その私たちにこ

う語ります。「私は主によって喜び楽し

み、私の魂は私の神にあって喜び踊

る。」と。つまり、喜び楽しみ、喜び踊

るのが、イエス様の誕生の祝いの席に集

められた私たちであるということです。

また、御言葉は、そのような私たちにつ

いて、さらに次のようにも語ります。

「主は救いの衣を私に着せ、恵みの晴れ

着をまとわせてくださる。花婿のように

輝きの冠を被らせ、花嫁のように宝石で

飾ってくださる」と、まさに、着飾って

晴れの舞台に立つのが、主イエスのご降

誕を共々に祝い、喜ぶ私たちであるとい

うことです。そして、もちろん、こう言

われることに異論はありません。その通

りだからです。けれども、信仰の事柄と

しては、異論はなくとも、こうしてこの

世の現実に生きる者としてはいかがでし

ょうか。100％身も心も、諸手を挙げて、

喜んでいると言えるでしょうか。クリス

マスを迎え、喜びだけで胸が一杯になっ

ているのでしょうか。 

先週の 23, 24 日と、会堂は溢れんば

かりの人々で埋め尽くされておりました。

その光景は、まさに、今の御言葉が語る

そのままであったように思います。とこ

ろが、今日はどうでしょうか。クリスマ

ス以外の日はどうでしょうか。ただ、祭

りの後というのはそういうものでもある

のでしょう。ですから、そのことにとや

かく言っても仕方ありません。そういう

ものだからです。けれども、そうである

からこそ思うのです。私たちは何を喜び、

何を祝ったのか。主イエスの誕生に際し、

長い旅を続け、黄金、乳香、没薬を献げ

るべく主イエスの御前へと集まってきた

東方の学者たちでありますが、その彼ら

が、主イエスの誕生を告げ知らせる星を

見て喜びに溢れたと、福音書が語るので

す。ですから、私たちの喜びの中心は、

もちろん、主イエス･キリストの誕生で

す。救い主の到来、預言の成就、私たち

の喜びの中心に置かれていることは、こ

の一点に尽きるものであるからです。そ

して、先週も様々な方をお尋ねし、牧師

として、そのことを確かめさせられるも

のでありました。ですから、お訪ねした

皆さんは、牧師である私を快く迎え入れ

てくださいましたし、それゆえ、訪問は、

牧師冥利に尽きるものでもありました。

けれども、その一方で、ある一つの思い

を捨て去ることができずにいたのも事実

です。 

子どもにとっても、大人にとっても、

クリスマスは喜びに満ちあふれたもので

あり、それだけにまた、楽しみなもので

もあります。ですから、多くの子どもた

ちが、サンタさんからのプレゼントを期

待して、神様に篤い祈りを献げたことで

しょう。そして、私もそんな一人であり

ました。お気づきの方もおられるかもし

れませんが、今年は、牧師室の扉に大き

な靴下をつるし、サンタさんでなくても、

我が家の奥サンタさん、教会の信徒サン

タさんからの何かを期待しておりました。

そして、25 日、わくわくしながら教会

にやって来たところ、すると、どうでし

ょう。なんと、中には何も入ってはおり

ませんでした。これは、私が、神様と皆

さんとのコミュニケーションに失敗した

からということでもあるのでしょう。そ

して、このことは、ある意味で、私自身

のこの一年を現していると、その時、思

ったのです。そして、それが、今申しま
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した、捨て去ることのできないある思い

でもありました。 

ただ、いずれにせよ、福音が、良き訪

れ、喜びの音信と言われているように、

神様が伝えたいと願っていることは、私

たちに喜びをもたらすことです。ただ、

この喜びは、あれよりはましだ、あれほ

どではない、あれとこれとを比べて、あ

あ自分は違った、良かったというもので

はありません。あるいはまた、差し出さ

れたものだけでは物足りず、あれもこれ

も全部、といった、欲張ったものの考え

方を、聖書は、喜びの訪れなどと呼んで

いるわけではありません。御言葉が「主

なる神はすべての民の前で、恵みと栄誉

を芽生えさせてくださる」と語るように、

それは、すべての人々にもたされる喜び

です。そして、そのために重要なことは、

「彼らを見る人はすべて認めるであろう。

これこそ、主の祝福を受けた一族であ

る」と御言葉が語るように、その喜びを

実際に経験し、世に現す私たちであると

いうことです。ですから、空っぽの靴下

を見て空虚感に包まれた私も、その中の

一人であるということです。そして、そ

の点を明らかにしてくれているのが、今

日の福音書の箇所でもあるのです。なぜ

なら、そこに記されていることは、福音

を福音として実際に喜び、それを伝えた

人々の心根が現されているからです。 

牧師である以前に、私も皆さんと同じ

一人の人間です。それゆえ、取り残され

たとの思いを持ってしまうことがあるの

です。そして、多くの牧師は、常にその

ような思いを抱えながら、歩む者なのか

も知れません。ですから、靴下の中身が

空っぽなのを見て、自らのなすべき事が

なされぬままでいる、自分自身のそのま

まを現しているように思ってしまったの

です。ところが、そうではなかった、そ

のことを知らされた一週間でもありまし

たが、ただ、それは、私が手にしたいと

思っているものとは少し違いました。け

れども、それが私の欲しいものではなか

ったとしても、こうして皆様と共にクリ

スマスを迎えた私に、いや、私と言うよ

りも、私たちに、この日の御言葉が語っ

てくれていることは、それでいいという

ことです。なぜなら、そのように独りよ

がりな、破れることに恐れ、不安を抱き、

それを誤魔化すかのように欲しいものば

かりを願う私、そして、私たちの、その

心根に神様が届けてくださったものがク

リスマスの喜びであるからです。 

それゆえ、クリスマスは、私たちを神

の正しさの前に立たせるものでもありま

す。そして、この神様の正しさの前に立

つと言うことは、私たちを予定調和の世

界、自己実現、自己充足が図られる世界、

人が願い求める利益の最大化、そうした

ことが、そこで約束されているというこ

とではありません。ですから、予定調和、

自己実現、利益の最大化を求める人々に

とっては、ちょうど、私がそうであった

ように、神様から切り離されたとの思い

を抱くことにもなりましょう。また、見

捨てられたとの思いを強くすることにも

なるのでしょう。空っぽな靴下を見て、

私ががっかりしたのは、そういうことで

もありました。ですから、そうしたあり

方は、信仰に反することだとも言えるの

でしょう。正しくはないし、だから、否

定されなければならない。そして、そう

考えることは、私たちが考える神様の正

しさからすると、間違ってもいない。だ

から、そうした正しさを声高に主張する

必要もあるのでしょう。けれども、果た

して、そうなのでしょうか。こうしてク

リスマスを喜び祝った私たちに、御言葉

は、そのような正しさ、健全性を求め、

何かを訴えかけているのでしょうか。む

しろ、そうしたことは、背後へと退けら

れ、クリスマスを経験した人々のその喜

び、その心根、それだけを前面に押し出

しているのが、クリスマスの祝いの時な

のではないでしょうか。それは、何かを

主張し、それに無理矢理肯かせることが、

イエス様を私たちの下へと送り出された、

神様の御心ではないからです。 



3 

正しさと正しさのぶつかり合い、せめ

ぎ合い、それが、私たちすべてを喜ばせ

るものではありません。正しさを主張し

あうことは、ここに登場するヘロデのよ

うに、必ず、自分自身の不都合な面を隠

そうとするものだからです。ですから、

そこでの主張がいくら正しいものであっ

たとしても、いずれ化けの皮は剥がれる

ものです。御子の誕生が近いことを告げ

られたヘロデの姿が、そのことを現して

くれています。従って、そこで、喜びを

阻害する要因は、取り除かなければなら

ない、私たちの多くは、そう考えること

でしょう。けれども、御子の誕生が近い

との情報をいち早くつかんだ東方の博士

たちが、いの一番に選んだのは、誰であ

ろう、ヘロデでありました。それは、彼

らが、世間知らずで浮き世離れしていた

からではありません。ヘロデの悪名は、

周辺世界にも轟き渡っており、それを知

った上で彼らは訪ねていったのです。そ

れは、預言者が「彼らは主が輝きを現す

ために植えられた正義の樫の木と呼ばれ

る」と語るように、そうすることが、主

の輝きを現す道筋であり、また、それが、

彼らの役割でもあったからです。ですか

ら、彼らが自らに与えられた役割を、も

し、なんだかんだ理由をつけ、自分の都

合のいいことばかりを主張して、途中で

投げ出すようなことがあれば、預言の実

現は先延ばしにされたことでしょうし、

もしかしたら、途中で立ち消えになり、

クリスマスの喜びがこうしてもたらされ

ることもなかったのかもしれません。た

だ、この日、私がこうして御言葉に聞き

つつ示されたことは、そうした、if、も

しかしたら、ということ自体が、そもそ

も、御子の誕生の喜びからは、最も遠い

ところに置かれていることだということ

です。 

クリスマスの喜びは、私たちが自らの

努力によってつかみ取ったものではあり

ません。神様によって与えられたもので

あり、神様ご自身が、御子を世にお遣わ

しになることでつかみ取ったものなので

す。ただ、そのためには、長い時間が必

要でした。イザヤが「あなたたちは二倍

の恥を受け、嘲りが彼らの分だと言われ

たから」と語るように、私たち人間にと

っては、苦しみを伴う、神様による長く

厳しい教育期間を必要とするものでもあ

りました。そして、主イエスの誕生を通

し現されたものが、神様の正義であり、

ただ、この正義、正しさは、告げ知らせ

る者の正しさ、正義の主張によってもた

らされたものではありません。全く新し

いものであり、人間の経験を超えたもの

でもありました。そして、その知らせが、

ヘロデのところに真っ先に届けられたと

ころに、御子の誕生の新しさが現われて

いるようにも思います。そして、この新

しさでありますが、それを神様が現され

たのは、もしかしたら、と、人が考え、

そして、願い求める、予定された調和、

自分だけはと考える人の願望、また、そ

のためには、手段すら選ばず、己の利益

の最大化を図ろうとする欲望、そうした

ことは、一部の権力者に限ったことでは

なく、大なり小なり、ちょうど、私自身

がそうであるように、神を見つめず、時

に、神すらも超えて、神をも利用してま

で自らの立場を守ろうとするところが、

私たち人間にはあるからです。また、だ

からこそ、神様は、御子の誕生という新

しい出来事、この一回限りの出来事をも

って、御心を現してくださったのです。 

それゆえ、ヘロデを真っ先に選ばれた

ところに新しさがあり、目を見張るべき

ところがあるように思います。ただし、

それは、ヘロデに同情してのことではあ

りません。ヘロデのようなものを排除し

て得られる希望は、結局は、絶望の裏返

しでしかないからです。なぜなら、ヘロ

デほどではないにせよ、59 章の冒頭の

箇所で、「主の手が短くて救えない。主

の耳が鈍くて聞こえないのでもない。む

しろお前たちの悪が神とお前たちとの間

を隔て、お前たちの罪が神のみ顔を隠さ

せ、お前たちに耳を傾けるのを妨げてい

るのだ」と御言葉が語るように、私たち

の希望を見つめ得ない嘆きと苦しみが、

必ずしも、私たちの霊的成長を促すもの
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ではないからです。ですから、ヘロデを

排除するという単純な解決方法は、うま

くいかない原因をヘロデにだけ負わせる

だけのことなのでしょう。それゆえ、自

分を守るためには、神をも非難すること

さえ憚らない私たち人間にとっては、悪

い奴をただ悪い、気に入らないと言うだ

けですべてを終わらせることは、むしろ

好都合なことでもあるのでしょう。とこ

ろが、その重荷をヘロデではなく、御子

イエス様に背負わせ、全く新しい手段を

もって、その御心を現し、神様の御前へ

と進み行く道筋を示されたのが、御子イ

エス様の父なる神様であったのです。こ

のように、一貫して神様の御心が現され

ているものが御子の誕生の出来事であり、

そして、御子の誕生というこの新しさが

示すように、神のご支配、私たちに向け

られたその思いの深さ、約束を必ず守ろ

うとするその意思、それは、何があって

も失われるものではなく、私たちすべて

を、そして、ヘロデをも、神様は導こう

とされているということなのです。 

ただ、すべての者が、この神様の御心

を御心とするわけではありません。ヘロ

デ然り、また、予定調和、自己満足、己

の利益の最大化、自らの都合に合わせて

正しさを主張する者然り、そのような

人々が、御子イエス様によって現された

神様の新しさを願い求めることはなく、

それゆえ、そのような人々は、ちょうど、

ヘロデがそうであるように、自ら選び、

御心の外に自らを置くことにもなるので

しょう。そして、それは、時に、教会も

例外でないことを、私たちの歴史は物語

ってくれており、また、先ほどのイザヤ

書 59 章が示すように、御言葉もまた、

神の民のそうした一面を「ない」ことで

はなく、「ある」こととして語るのです。

では、私たちはどうか。どうすれば、そ

のような状態に陥ることはないのか。そ

のことの答えは、自分自身の内側だけを

見つめるだけでは分かりません。三人の

博士らのように、自分の内側の世界に籠

もるのではなく、御心が置かれている外

へと進み行く必要があるのです。しかし、

外に出ることは、三人の博士らが別の道

を通り、帰っていったように、時に危険

が伴うこともあります。けれども、預言

者が「彼らを見る人はすべて認めるであ

ろう。主の祝福を受けた一族であると」

と語るように、果敢に挑戦すべく外に一

歩を踏み出せばこそ、私たちが、神様の

祝福の中に置かれていることを知るので

あり、また、私たちが外へとその一歩を

踏み出せばこそ、祝福の内側に置かれた

喜びが、また、世へと伝えられることに

もなるのです。つまり、それが私たちで

あり、それが祝福された神の民であり、

それがわたしたち人間であり、クリスマ

スの喜びが、ヘロデのようなものとさえ

分かち合おうとされたように、すべての

人々と分かち合ってこその喜びでもある

ということです。 

ですから、私たちは、自分の内側だけ

を見つめる予定調和の世界に生きること

もなければ、自分満足を自己実現と呼ぶ

こともありません。それゆえにまた、自

己の利益の最大化を至上命題とすること

もありません。それが「主の輝きを現

す」道筋ではなく、また、それが私たち

の担うべき役割でもないからです。主が

導かれる人々と互いに関わり、時に、そ

れはヘロデのようなものも含むものでも

ありますが、けれども、そこで、その私

たち一人ひとりを尚、その愛によって結

びつける神様の御心を見つめる、だから

こそ、そこで、私たちは、必ず知らされ

るのです。それは、神様の正義の原則と

も言えることですが、この神様の原則、

神様の正しさをそこで私たちが受け入れ、

寄り添おうとするからこそ、私たちにク

リスマスの喜びを喜びとして喜ぶことに

なるのです。今年も暮れゆき、間もなく

新しい年を迎えようとしているこの時で

あるからこそ、この新しさがどこからも

たらされるものであるのか、このことを

もう一度しっかりとそれぞれの胸に受け

止め、感謝と喜びをもって、主の新しさ

へと足を進めて参りたいと思います。 

祈り 


